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   福島県における

「食と放射線」安全・安心への取り組み 視察

資 料 集
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  平成 25 年 5 月 1 日

福島県における「食と放射線」安全・安心への取り組み 視察資料集

視察日時   平成 25年 4 月 11日(木)・12 日(金)

視察地    福島県

視察先概要  福島県は、東北地方の南部に位置し、面積は 13,782.75km² で、北海道、岩手県 に次

ぐ全国第 3 位である。県庁所在地の福島市は、東京から約 270km、JR 東北新幹線で約 90
分の位置にあり、人口は約 200 万人、県庁所在地、福島市は人口約 30 万人、郡山市は人

口約 34 万人である。

視察目的   福島県における「食と放射線」安全・安心への取組み 体制について

        2011 年 3 月 11 日の福島第一原子力発電所の事故により福島県では放射線の影響が問題

になっている。事故発生後、約 2 年が経過し人体への影響や食料に対する汚染等に対し福

島県では積極的に取組んでいる。

特に、食の安全・安心への取組みは、生きる事の原点にあり、今まで福島県産の食料が

日本の食生活に大きく貢献してきた経緯があり、福島県の農産物生産はわが国の食糧事情

に大きな影響を与え、早い回復が期待されている。

現在、福島県が取り組んでいる「食の安全･安心」について現状を視察し、その状況を

神奈川県民に正確に伝えることが大変重要なことである。

視察参加者  神奈川県議会議員

       視察団 代表 合原 康行 （横浜市旭区）

         大村 博信 （横須賀市）   齋藤 健夫 （藤沢市）

日下 景子 （茅ヶ崎市）  岸部 都 （横浜市南区）

  山下 昌一郎 （相模原市南区） 根岸 孝之 （平塚市）

       平塚市議会議員    内堀 祐一

       管理栄養士      菊田 晴代

       社会福祉士      三浦 悠  
       神奈川県放射線技師会 上前 忠幸   長谷川 武

                 早瀬 武雄  氏家 盛通

                                  合計 14名

訪問先    福島県庁 議会事務局政務調査課（福島市杉妻 2－16）    024－521－7549

視察対応者  福島県議会事務局政務調査課    主任主査  深谷 和弘
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視察内容

4 月 11日（木）        福島県庁   10：00 ～ 12：00
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福島県における環境放射線量の実態について

         説明者  生活環境部放射線監視室   室長        渡辺 俊次
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     農地の放射性物質汚染対策の現状について

         説明者  農林水産部農業振興課    主幹        今泉 耕治

              農林水産部農業振興課農林地再生対策室

                            室長        沢田 吉男
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食品（米、野菜等）の放射性物質汚染検査について

           説明者  農林水産部環境保全農業課  主幹        服部 実
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非破壊式放射性物質検査システムについて

         説明者  農林水産部水田畑作課    課長        井上 久雄
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         説明補佐        

              農林水産部水産課      主幹        涌井 邦浩

              農林水産部園芸課      課長        松本 登

              農林水産部農林企画課    部企画主幹兼副課長 高野 武彦

              生活環境部放射線監視室   副課長兼主任主査  伊藤 繁

             議会事務局政務調査課    主任主査      深谷 和弘

  質問   作物の種類による汚染の違いがあるか。

  回答   種類による違いはあまりない。

  質問   福島県で測定した空間放射線の測定結果と文部科学省のスピーディの報告と違いがあった

か。

  回答   スピーディはデータを入力して計算させるシステムであり、入力情報により拡散を計算さ

せるので違いがあったとの表現等はできません。

  質問   市町村支援の言葉があるが具体的内容があるか。

  回答   例えば、測定については測定器の購入費用、子ども達の積算線量の測定に必要な機器の購

入費用などがあります。

  質問   放射線被害額が分かれば教えてください。

  回答   被害額は分かりませんが、東京電力の賠償額が出されています。

       JA の協議会で対応している。JAグループの米、野菜等で請求額約 1064億円位が 3 月 15
日現在請求されている。そのくらいが賠償額である。その内、約 9 割が賠償されています。

  質問   県が想定されていない地域が汚染されていたとの報告がありましたが、どのような地域な

のか。

  回答   作付け制限をしていなかった仲通の北西部の地域で、今考えると土壌でなくカリウム処理

で対応できたのではないかと考えている。500 ﾍﾞｸﾚﾙ／ｋｇ超えたところでは平成 24 年度

は作付けをしないことにした。

  質問   検査員 1374 名の資格はどのようなのでしょうか。

  回答   資格については特になく、県で研修会を行い理解していただき申請された人を推薦する。

農協、役場、米屋さん等が検査員として県から委嘱している。

  質問   専門的な知識がなくても問題ないのか。

  回答   機械自体は自動で測れるので、手順等のマニュアルを理解していただければ対応できます。

50 ﾍﾞｸﾚﾙを超えたものは県で再度測定をします。

  質問   水産物の情報がなかったようですが、海の魚、淡水魚等大まかで良いので教えてください。

  回答   平成 25 年 4 月までに総検体数で 9527 検体に調査をしている。500又は 100 ﾍﾞｸﾚﾙを超え

たのが 1873 検体、19.7％のものが基準値を超えていた。

年度別では平成 23 年度、約 35％が基準値を超えていた。平成 24 年度に限って報告する

と 12.8％までに低下してきています。今年の 1 月以降は全て 10％以下になっている。時

間の経過と共に放射線レベルは下がっています。

       実際に 100 ﾍﾞｸﾚﾙを超える魚の量の割合も減ってきている。

  質問   検体とは、藻とか魚とかどのようなものですか。

  回答   食料とすることが大前提です。魚については食用にする魚種に限っています。さらに、魚

の場合放射性セシウムは筋肉に多く蓄積されることが分かっていますので筋肉について

量っています。海藻類については青海苔の養殖を行っていました、アサリ、うば貝、まき

貝の検査をしております。内水面については養殖しているイワナ、ヤマメ等について検査

をしています。

  質問   除染について伺います。処理は市町村が指定する仮置場に保管することになっていますが、

先日いわき市を訪問したところ置き場に苦労していた。震災直後には学校の校庭隅に保管

していた光景がありましたが除去した土壌の処理は間に合っているのか。

  回答   農地と住宅では違います。農地では表土を剥いだもの、牧草地の剥いだものはかなか仮置

き場を確保できない。ほとんどの所で深耕、反転耕を行っています。牧草の除去は仮置き

場が確保されところだけしか行っていないのが現状です。

       仮置き場の確保については地元の方の賛同が得られなくて設置に苦労しています。

       これが実現しないと除染が進まないので、設置についてご理解していただくよう努力して
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います。

  質問   仮置き場確保について国は除染にかなりの費用を出しているようですが、国が手当てする

支援はないのか、あくまでも市町村が自分達で置き場を確保しなければならないのか。

  回答   仮置き場の設置経費については生活環境部の窓口が担当していますが、国の基金を用いま

して設置経費についてはそこで支出できます。ただ、設置にいたるまでの住民の理解を得

るところまでは市町村が中心でそこに県がご支援することになっています。これが実現し

なければ住宅等の除染も進まないことになり、県としても力を入れています。

  質問   横浜市で福島産の米を取扱っているのがスーパーマーケットで 1 系列、横浜市内の米屋で

1 系列である。買おうとしても購入できないのが現状です。

       除染目標 1 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄは分かりますが、空間線量 0.23 ｼｰﾍﾞﾙﾄの表示はどこからの出典でし

ょうか。

  回答   事故直後に環境省と原子力安全委員会で出された数値です。8 時間外にいてあとの 16 時間

は家にいるとし、係数を乗じて出された数値です。

年間 1 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄになる。

  質問   インターネットで見たのですが、平成 24 年 10 月 2 日現在、福島県食品生活衛生課から県

民の皆様へとのことで、「いろいろな水産物、農産物の出荷をしないように」との情報を

見たのですが、今も続いているのでしょうか。

  回答   その文章を見ていませんが、これについては県が出荷自粛をしますが、複数の市町村にま

たがった場合は国のほうから改めて出されます。平成 23 年 3 月 11 日以降制限品目は一覧

表で出されています。膨大な資料になっており、それも掲載されていたのではないかと思

います。現在はほとんど無くなっており、原発周辺の営農できない所の一部品目に限られ

ています。

  質問   県内全域の空間線量定点モニタリングで文部科学省は学校や公園等の測定を整備し、とな

っていますが、学校についてはすべてどのような場所で測定するかは県の方が決めたので

しょうか。

回答   基本的には市町村を経由して要望を踏まえて児童公園とか含めています。例えば、学校の

校庭の一角とか見やすい場所選んでいただいて、そこに設置、管轄は文科省でしたが、4
月からは規制庁に所管が変わった。県、市町村が場所を決めた。

質問   全ての学校、小、中、高校に対策が行われているのですか。

回答   大学、幼稚園を含めて 2700箇所になっています。

意見   空間線量の測定が 5 回行われており着実に少なくなっています。ただ、セシウムの半減期

が 30年でありと思っている方が多く、30 年も帰って来れないと思っている人が多いので

はないでしょうか、実際はセシウム 137は半減期 30年、セシウム 134 は 2 年位であり約

3 年で放射線量が半減します。そのことを県民に知っていただく努力が必要だと思います。

又、米の全袋検査で７1 袋が基準値を超えたとのことですが、今までの測定では栽培場所

の全てが出荷停止になっていたので大変な努力で現在の体制ができたことは安全に対す

る努力の結果だと思います。

     今回私達は、福島県の食の安全への取組みを神奈川県民に食が安心であることを伝えなけ

ればならないと考えています。

質問   除染の実施の具体的な方法で、耕作していないほ場と耕作放置地の違いはどのようなので

しょうか。

回答   水田と畑地で耕作したところとしなかったところです。

     平成 23 年に米を作付けしなかったところは「避難指示」されたところで、その他のとこ

ろは米を作付けしました。作付けをしたところは 15 センチ位混ざってしまっていますの

で表土剥ぎができないので耕作したほ場は深耕、反転耕をやって、耕作しなかったほ場は

「避難指示」以外でも耕作していないところもあるので表土剥ぎができますよ、と言うこ

とになっています。5 ページカその他のところの耕作放棄地は残念ながら福島県は震災前

も耕作放棄地が全国で一番多く農地であっても耕作が放棄されてしまったところについ

ては、環境省からのガイドラインに示されている草刈と落ち葉剥ぎだけである。「耕作放

棄地については反転耕、深耕はできない。」とのことでしたのでここに記載しました。

質問   神奈川県も耕作放棄地がたくさんあります。畦畔等の除草とありますが、これも田畑に付

随することですが、その辺は除草だけで他の処置はしなくても良いのか。

回答   畦畔について環境省は除草だけしか認めていない。県では畦畔といえども空間線量を下げ
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るには何らかの対策が必要であるとのことで協議していますが、畦畔の場合、具体的方法

がなかなかないとのことで、今の段階では除草だけであります。事業の対象にはなってい

ます。

意見   福島県が新しい取組みを行って努力しています。我々神奈川県民も放射線に対する知識が

ありませんので、ただ放射線と言うことで「危ないが先走って」福島県さんが取り組んで

いることが伝わっていないがことが多々あると思います。我々は、県民に対して安全であ

るということ PR してゆかなければ一番きつい風評被害がなくなってゆかないと思います

ので説明いただいたことを神奈川でも伝えてゆきます。頑張ってください。

質問   5 ページの農業用排水路等の除染なんですけど。

  回答   農業用排水路の場合もありますが、ため池、ダムになる。特に震災後泥がまだあって、泥

に放射性物質が入っていますので泥を除去することが除染の方法になります。

  質問   昨年末、国が認めてくれたということは、県からの要望が認められたのか。

  回答   国が当初から認めていたのは、水田のすぐ脇の側溝はいいですよと言っていたのですが、

ため池から幹線のようなものは認めてもらえなかったのですが、国に対してそこを除染し

ないとまた、放射性物質が入ってしまうので何とか認めていただきたいと交渉し、昨年、

国から認められた。

  質問   放射線量ですが、学校や公園等 2700 箇所にリアルタイム線量測定システムを整備してい

ますが、2 年前と比べると 5 回目はだいぶ低下してきていますし学校や児童福祉施設グラ

フが下がってきています。当初は学校で外では遊ばない、1 日何時間との決められていた

ようですが、最近ではそう言う子ども達の遊んでる状況がどうなっているのか分かります

でしょうか。

  回答   詳細は分かりません。実態を把握しておりません。

  質問   低くなっているところでは外では少しは遊んでいるのではないかと思っています。

       いろいろな書物で、小児の甲状腺癌の子どもが出たときいていますので、昔のようにはい

かないのだろうと思っています。もう一つは、子ども達を環境の良いところで遊ばせるこ

とに対して、国の補助等は全くないのですが、福島県ではそういう子供たちへの対策は何

かやっていますでしょうか。担当が違うので分からないかと思いますが、いかがでしょう

か。

  回答   大変申訳ありませんが、こちらでは詳細把握しておりません。

  質問   生産段階や検査の取組みを伺いましたが、今一生懸命全県あげて取り組まれている最中だ

と思いますが、県外に避難されている方が多い中ですが、県全体での生産量が回復傾向に

あるのか、また、県外の販売量はどうですか。これまで福島産の野菜、果物をたくさん出

荷して頂いていました。県外への流通量がどのくらいであるか分かりますでしょうか。

  回答   詳細は把握していませんが、米については、単純に比較できません。風評被害により取扱

が減った平成 23 年産米ははっきり分かっていますが、平成 24 年産の米については本件の

米の価格も前の値段から比べ高くなっています。今、取引されている平成 24 年産米は

15000～16000 円に来ているので、本県の普段のポジションから考えると評価されていた

ところまで戻ったかと言うと、他の県の値上がりから比べるとまだ値段が低い。そこの風

評被害で値段の低いところを賠償で対応することになるのではないか、量的な話ですと、

40 万トンあった本県の米が 36万トンになってしまった。この前まで全然売れていなかっ

た米を全農さんが 500 円下げたところ、本県産の米が 4 万トン売れた。不本意ですが、若

干下げれば売れる。今現在、売れるか等のことの評価は難しい。いずれ、しっかりした評

価を行うつもりです。

      青果物、特に桃は生産量は減っていないが価格がかなり落ちている。平成 23 年当時から

比べると 4～5 割り平均価格が下がった。昨年度も平年に比べ 2 割安値であった。我々は、

おいしいものを作っている自信があります。放射性物質の安全対策も充分担保できていま

すので、さまざまな PR 関係も国から支援いただいています。マスメディアを使ってなん

とか平年並みの価格に持ってゆきたいと今年 1年また頑張って行くつもりですので皆さん

のご支援を改めてお願いいたします。

  謝辞   貴重なお時間を頂き有難うございました。

風評被害は非常に大きいと思いますので、風評被害がないように神奈川県民に福島県の取

組みを伝え、神奈川県でなるべく福島産の米や農産物が消費されますよう微力ながら頑張
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って行きたいと思っていますので今後ともよろしくお願いいたします。本日はどうも有難

うございました。
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福島市放射線モニタリングセンター （ 024－525－3210 ）   14：00 ～ 15：00

人員体制･主要な施設等センターの概要について   

食品等放射能簡易測定結果について（H23年 11 月～H24 年 11 月）

         説明者  福島市環境部環境放射線モニタリングセンター

   主幹兼所長   佐藤 茂夫

         説明者  福島市環境部環境放射線モニタリングセンター職員 半沢 健一
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質問  人員体制の「絆」事業とはどう言うことですか

  回答  最初のころですが、震災で職が無くなった人で仕事がやりたいと言う意欲のある方に活躍し

てもらおうと県が始めた事業です。こちらの測定事業を始めるにあたって、1 測定事業所当

たり２～3 名必要になります。28 箇所 70 人ぐらい必要になる。県内を考えるとすごい数の

人員が必要となり、人件費どうしたらよいか、県が事業を作ったので頼ってくださいとのこ

となので県でご負担いただいた。

      「絆」事業は放射線測定だけでなく道路の除染とか工事現場、原発等いろいろな震災復興に

携わる人間。「絆」事業はなくなり、その後補助金でご支援いただいている。

  質問  この施設で測定しているのは福島市内を対応しているのか。測定費用はどうなっているのか。

  回答  そうです、各市町村別々に対応している。測定費用は頂いていない。

      消耗品に費用がかかりますが、これは国から消費者庁経由で支援いただいていますので市の

負担になっていません。

  質問  この施設は放射線取扱施設ではないですね。

  回答  基本的には、すさまじい分量の放射性物質を使用していません。機器を管理する標準線源の

みです。放射線取扱施設になっておりません。

4 月 12日（金）

     福島市東部学校給食センター（ 024－534－5741 ）   10：00 ～ 11：00
                              

平成 25年度 福島市「学校給食まるごと検査事業」実施について(概要)
  ゲルマニュウム半導体検出器を用いた学校給食の放射性物質測定結果について

         説明者  福島市教育委員会事務局保健体育課学校給食係

                            係長       本田 博進

                             主任栄養士    菅野 亜津子
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質問  測定の終わったサンプルはどう処分しているのですか。もったいないですね。

  回答  毎日毎日処分しています。なるべく少ない量で測定したいのですが、測定感度が落ちますの

で 1 リットルが必要になっています。

  質問  食材の選定は、なるべく遠くのものを選んでいるとの基準等がありますか。

  回答  特段どこを使わない等の決まりはありません。米については地元産を使っています。安全性

を確認して地元の物を使用するようにしています。測定されて納入されていますが、地元産

を使うときはさらに注意しています。

  質問  米などは JA さんで測定していますが、水際で測定することでさらに安全を確保しています。

  質問  単品の測定は分かったのですが、給食一人前の全てを量っていますか。

回答  福島県の主体事業で、出来上がった給食 5 人分をゲルマニューム半導体測定器する事業が昨

年度ありまして、それを活用しています。

質問  JA さんが出荷するとき、基準値内であっても、ここでの測定に引っかかることがあります

よね。

回答  はいそうです。

質問  こちらの基準は 10 ﾍﾞｸﾚﾙを超えたらだめなのですね。

回答  どうしても一般の物流の関係だと 100 ﾍﾞｸﾚﾙ以下の基準で購入しています。センターで測定

をしたら 10 ﾍﾞｸﾚﾙを超えていたら使用できません。購入金額はお支払いしますが、食材とし

ては使用しません。購入しても使用しないことを業者に理解していただいている。

質問  福島市での対応は理解しましたが、近隣の市町村はどうなっているのでしょうか。

回答  近隣市町村独自で対応しています。10 ﾍﾞｸﾚﾙ以下が統一されてはいません。

    各自治体のホームページに掲載されています。

質問  給食の献立は統一されているのでしょうか。

回答  センターの献立は情報提供していますが、学校独自で栄養士さんがいますので、企画した献

立が行われています。栄養士のいない学校でも主食のスケジュール等は学校で決めています。

質問  保護者の方かどお思われていますでしょうか。

回答  意見がさまざまで、理解されている方とまだまだ対応が甘いとおっしゃる方がいらっしゃい

ます。10 ﾍﾞｸﾚﾙ以下のものを使用することでも全部測れ、食べるお米は全量測れと言われて

います。

質問  昨年より平成 24 年度のほうが丁寧な対応をされたということで、測定場所とか対象が増え

たので事業についての予算は教育庁で賄われているのか食に関する部分なのか、安心につい

ては国の補助事業なのか市の単独事業なのか。

回答  測定機器を買うとき、測定員さんは派遣の方なので人件費、消耗品等を教育委員会が市に予

算を出しました。その中から、補助事業のものは別にされています。ゲルマニューム半導体

検出器での測定については県の事業なので補助いただいています。

質問  毎日の食材を検査されているとのことなので、食によっては初めてであったり、乾物であっ

たりしたら前日納入の部分もあると思いますが、今はセンターでは当日全部なのか、前日の

仕込み等はないのでしょうか。

回答  衛生管理上の問題で、生鮮品は原則当日納品、乾物については前日の午後に納品することに

なっています。初めての食についてはあらかじめサンプルを作り測定し、ロットが違うとわ

からないので当日測定いたします。

質問  測定値 10 ﾍﾞｸﾚﾙ／ｋｇですが、セシウム 137 が 8 ﾍﾞｸﾚﾙ、セシウム 134 が 5 ﾍﾞｸﾚﾙの場合は

合計なんですか、どう対応されるのですか。

回答  運営上、検出下限値が 10 ﾍﾞｸﾚﾙにしてありますので、それぞれが下限以下であれば良いとさ

れています。

質問  一回だけ高くて後ずーと検出下限値以下に続いているものと、ぎりぎりのものが何日も続い

ているもの、そう言った長い期間を見て判定することを考えられるか。３週間ぐらいでその

間に 15 とか 20 ﾍﾞｸﾚﾙでたが、それは長い目で見たらよいのではないかの考え方はどうです

か。

回答  長期、ある程度の期間を設けての判断はしません。その日その日でセンターの判断基準で対

応しています。

質問  職業人の被曝線量の制限がありますが、それは 1 回限りでなく期間を含めてこれ以上の値を

超えないことになっています。今後のこととして参考にしてください。

回答  有難うございました。
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質問  国の基準値は水が一番厳しいので、水についてのチェックはどうなっていますでしょうか。

食材としての水の検査はどうしていますか。

回答  水については、水道のほうで測っており、安全に飲めることになっていますので

    測定していません。

質問  検出下限 10 ﾍﾞｸﾚﾙで、8 ﾍﾞｸﾚﾙの測定値が表示されますか。

回答  統計誤差の値が表示されます。

質問  統計誤差やセシウム以外の核種の値が計測されてもセシウムが検出下限以下との記録が表示

されていなければ使用しないのですね。

回答  はいそうです。

質問  基準値以上の物が出た時に、再度、測定しますね、2 回目測って同じ数値であった場合食材

として使用しない判断をしますか。

回答  値だけでなく、スペクトルをみた上で、センターで判断ができることではないので技師さん

に連絡しアドバイスしていただき判断をしています。

質問  技師は専門の方ですか。

回答  ゲルマニューム半導体検出器を使用している方です。

質問  食べられる判断は技師がしているのでしょうか。

回答  食べられる、食べられない判断は教育委員会で行います。食材がセシウムが出ているかの判

断は技師が行い食べられるかの判断は教育委員会で行います。

質問  検出基準下限値を厳しくしてきているのに、その中の過程で給食反対、未納が増えた等の別

の側面がなかったでしょうか。弁当でよいとか、給食費の未納とか。

回答  給食費については、センターは市の予算で運営しています。小学校 250 円、中学校が 300 円

でやっています。平成 12年から変わっていません。

質問  お弁当が良い家庭もあると思いますが、全体の 2～5％位あるのでしょうか。

回答  中学校はないのですが、小学校は若干ですが食事を全部持ってくる方がいました。

質問  アレルギーが心配で持ってきている方もいますよね。放射能が心配で持ってきている方もい

ると言うことですね。

回答  はいそうです。

質問  検出下限が 10 ﾍﾞｸﾚﾙと厳しい値ですけど、20 ﾍﾞｸﾚﾙの自治体があるとのことなので

    他の市の保護者から福島市と一緒に測定してください等の意見がないでしょうか。

回答  最近はないのですが、以前始まったばかりの時は、他の自治体が厳しいのに何で福島市はそ

こまでしないのか、ご意見を頂いた。各自治体が決めたことなので、できれば統一されれば

よいと思います。いろいろな対応が各自治体で違い、ガラスバッチを着けた、着けていない

等同じような対応が望まれます。

謝辞  有難うございました。
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福島県農業総合センター （ 024－958－1700 ）  14：00 ～ 15：30

           担当者  福島県農業総合センター企画経営部 部長    吉田 清

       福島県農業総合センターの概要

           説明者  福島県農業総合センター副所長         荒川 市郎

        

農林水産物の緊急環境放射線モニタリングについて

農畜水産物の放射性物質モニタリング検査の見学

           説明者  福島県農業総合センター安全農業推進部 部長  平子 喜一



60



61



62



63



64



65

   



66



67

質問  今まで口に入る物の話だけでしたが、作物園芸部がありますが、何か問題があるのでしょう

か。

  回答  実施にモニタリングはやっていませんが、作物園芸部がありまして、実際に食べるものだけ

でなく花の部分もどうゆう吸収をしてどの程度の汚染をして行くか、県内全域ではないです

が研究しています。100 ﾍﾞｸﾚﾙを超えたものはありません。

       花ではないのですが、「たばこ」のを測定しています。タバコは乾燥してしまうので 100 ﾍﾞ

ｸﾚﾙを超えるのがあり、福島県では栽培をやめています。

       花で問題になるのはその中に入っているではなく、そこからガンマ線が出ているかであり

ます。それは測定器で測れる範囲ですので、これを測れば分かりますよと説明をする。実際

は、デパートの売り場から証明書を出してくださいといわれるケースがあり、市町村にある

NaI シンチレーション測定器を使って測るようにしている。

  質問  昨日、物産館では充分しっかりやっていますが、それ以外では作るものでは物産館に出され

ていますが、花きの話から関連して質問させていただこうと思っていたら、タバコの話やキ

ノコ話が出たので、どの程度の対策をし、どの程度把握しているのか。それが大丈夫である

のかお聞かせください。

  回答  加工品は分析しています。工業製品は基盤が汚染していないか、表面検査をして証明書を出

す。木材関係も用材にしたときに表面線量がどうなっているか測定します。椎茸の原木の場

合、この濃度を超えると椎茸がこの濃度になるとの研究成果を基に原木でこの濃度以下のも

のは使っても良いが、超えるものは使うのをはやめてください。との最終精神のチェックを

しています。薪は灰にしたときのできた灰が縮能が 8000 ﾍﾞｸﾚﾙを超えた灰になるとその灰を

動かすところがないので基準を考えこの範囲であれば使用できますとの支持を出す。畜産の

牛の糞、稲わらで作った堆肥落ち葉で作った堆肥は国の検査機関にお願いして測ってもらっ

ています。基準値を超えた堆肥はそこから動かさないようにしてもらっています。

       想定できることは全て行っています。とは言っても在る所に使用した砂利や下水道の枡な

どからの放射線が問題になっています。

       会津産の米はブランド米でした。平成 22年度産は、45ｋｇで 17000 円でした。それが平

成 24年度産は 45ｋｇで 2100 円、ちなみに中国産 4000 です。

      今、福島産のものは一番安全です。   
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考察（まとめ）

福島第一原子力発電所の事故から 25ヶ月後（2 年 1 ヶ月後）の４月 11日、東京駅を８時 0８分に出

発し福島駅に 9 時 47 分に着いた。駅前の温度計は 10 度を表示し肌寒い陽気であったが、桜が満開に近

い咲き頃でした。      

福島県庁に 10：00 到着。県庁職員から

・福島県における環境放射線量の実態について

・農地の放射性物質除染対策の現状について

・食品（米、野菜等）の放射性物質汚染検査について

・非破壊式放射性物質検査システムについて

について説明を受けた。

福島県庁では 10名の職員で対応してくださった。

福島県の放射性物質の安全管理、食に対する安全への取組みについて、決め細やかに行っていること

を説明いただき、県民に対する安全、安心に配慮した取組みが紹介されました。

米、果樹、土壌、水産物の放射性物質の測定については食の安全を担保するのに充分な体制である

ことが分かった。又、環境放射線については平成 24 年度からは定点測定地点を 570 地点に拡大。学校や

公園等 2700 箇所にリアルタイム線量測定システムが整備され空間線量率が管理されていた。

放射線被曝の恐ろしさを知った福島県民には、まだまだ不十分な体制であるのかも知れませんが、

安全な体制と安心に向けた配慮が懸命に行われていることを痛感いたしました。

福島市放射線モニタリングセンターは市民の身近な放射線についての相談窓口であります。

食品等簡易測定器（ATOMTEX 社 NaI シンチレーション検出器）が市民の食の安全を守っていまし

た。細かく刻んで測定することが、廃棄につながり悔しいと思うことは誰でも同じであり、丸ごと測定を

行い測定後に安全を確保されたものがすぐ食べられることを市民は期待していたのであろう。実験段階の

ようですが、この丸ごと測定システムの普及が期待されます。

福島市東部学校給食センターは学童の食を作っており、ここでの放射性物質の厳しい汚染対策には敬意

を表します。

食材に放射性物質があるとの前提で測定しています。子どもに対して放射性物質の影響を可能な限り低

くする配慮は、測定器の検出基準限界値以下でなければ食材として使用しないとの原則を守っています。

可能な限り県内の食材を使用する、福島産米を使用する等は、放射性物質検出のための測定が煩雑になり

ますが地元産の食材を使用することで市民に安全・安心の確保ができていることを訴えるのに大変重要な

ことだと思っています。

対応してくださった職員の放射性物質に対する知識の豊富さに驚きました。半面、放射性物質の汚染そ

して恐怖が県民の心に焼きついているのではないでしょうか。

学校給食への取り組み体制の充実と職員の意識高揚に大変感動いたしました。

残念ながら学校給食の放射線管理等が市町村で独自に行われていることが報告にあり、徐々に県内で統

一した基準で対応する必要があるのではないかと思われます。

福島県農業総合センターは県内の放射性物質の研究を主に行いここでの成果を県民の安全、安心に向け

て実践しています。

ロビーに掲示されていた平成 24 年度の放射線関係の研究報告は福島県民が安全、安心を確保するため

の重要な研究実績でありました。今までの研究、そして、これからの研究が福島県を安全、安心確保に導

いてくれるのだと信じています。

施設内には 10 台のゲルマニューム半導体検出器が設置さフル稼働しているとのことでした。

神奈川県には県衛生研究所・横浜市衛生研究所・川崎市衛生研究所・相模原市衛生研究所に各 1 台の 4
台です。設置台数の違いは福島県の放射線に関する厳しい対応の必要性が表れているのだと考えられます。

1950 年代末期から 1960 年代にかけて、世界各地で大型の大気圏内原水爆実験が行われていました。そ

の頃の放射性降下物としてのセシウムの存在がありますが、忘れ去られています。

大気中の放射性物質の測定はその頃から行われてきたことですが降下されたセシウムの量など微々た

る物で全然問題にしていませんでした。ですが、微量な放射性物質の検索、測定検出下限値を評価する測

定室ではどこの放射線測定施設でも靴についている土を測定室内に入れないことを厳格に守っていました。
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厳しい環境での測定業務に敬意をはらいます。

日本は四季があり、季節の趣を味わえる素晴らしい国です。この時期、桜前線が北上し東北が桜で囲ま

れる時期です。平成 23 年 3 月 11 日以前は全国で同じように四季を味わうことができる素晴らしい国でし

たが、震災後、東北は地震、津波の影響でふるさとが崩壊しました。さらに、福島県では原子力発電所の

事故で放射線の心配もしなければならないようになってしまいました。

4 月 13 日早朝、淡路島で震度 6 弱の地震がありました。いつどこで、災害に遭遇するか分かりませんが、

現在、神奈川県では地震、津波、放射線の心配をする必要がありません。

二重苦、三重苦の福島県を視察し、もし、神奈川県で同じようなことが起きたときの安全対応を勉強し

ましたが、「安心の確保と風評被害の防御」をどうしたらよいのかが大変気になりました。

子ども達には徹底した放射線被曝の軽減を訴えている保護者。学校給食センターで聞いた保護者からの

意見は、放射性物質が全くない食材を提供して欲しいとの事でした。子どもを持つ親なら誰でも思うこと

です。

行政や専門家は広い目で見るために親の気持ちが偏りすぎているのではないかと思うかもしれません

が保護者の意見を実現させなくて「安心の確保と風評被害の防御」を築くことができないのではないでし

ょうか。

未来に希望が持てる子どもを育てるために、「安全・安心の確保」を実現させましょう。

今回の視察は、「福島県からのメセージを神奈川県民に伝える」ことに意義があります。

幸、神奈川県の地域代表者が集まった視察団ですので、県民に「福島県の食材は安全･安心です。」のメ

セージを伝えましょう。

                                        以上


